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自由対流中の気温変動の標準偏差について













JLpit境やスケ-ノLU-)黒なる場 (TCこ接地気佃で帥 LT九Ir=r英様式をその まま適JT=lできるかどうか
については十分に吟味してお くことか必要である.ここでは熱板 Lて模)-y)iT験7Ld･行い,チ
･でに糾f=,)Lている接地矧酔いでのFR諭式が, 小成熊な場合にも適合するかどうかな 陳討







実 験 方 法
1.熱板の構造と特性
模型実験用の勲糖は,表面の大きさが38cmx33cm,厚さ0.3mmのクp-ムメッキ



































ものを使用し, テープ楓 絹 秒3喜インチとした･llAの観鵬 剛 20分間であ る･
熱板の表面温FBi-は1要素ベンレコ-ダに記糾し,20分間の平均値を使用した.
解 析
磁気テープレコ-メに記如きJr/こアナロ3'信号川織目入学総缶惜軸処理 ヒソシー の LA
サブシステムに よって200Hzのサ1/プノレ周政教でテジタ't,信号とし,そ,-JLを同七-/クー
の ACOS システム1000によって標準偏差を 得た.一速の悌作のソフトは 桑本 (1984)に





であることが,次元解析から導かれている (例えば Panchev,1971).ここで 2日よ自由対
流による頗熱輸送品を空気の比熱 Cpと密度 pのも号Cppで除したもの,βは g/To,hiは
カルマン常数,gは塵)コ加速fE,Toはその気肘の 平均温度であり,ATは触次元の常数
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であって Perepelkina(1962)は地上0.1,1.5.1,9,4.Oma).')i.WJl由L{KtJll.して O.815
とい う付は 得ている. 以 卜の考察では,収々q)得た熱板 I1.での q･,の伯が (1)式a)ように
I-吉に比例し,かつそa)係数が熱輸送蛙に依TT.･Lて変化しているかどうかを検.iけ る.
考 察
叔/tの 榊 二Tablelの 結米か,2-i-に比例Lているかどうかを凋べるためには.棚 寸
数･J/ラフ上で,-プ)叫 .也(糾えば縦小山)に高Jli-2をとり,馴 小二cr-I/iL,とって Tab】el の
lJ'F.lr･-/ロットしてその勾hLl/1･旧 い,tl山い.しか し(1)式か(,考えて, ある高峻,I)L'/･'/_)rlrl
でそV)叫の Runa)和.I)也の o･Tの(Il'IrY規trT化 し/J jが 全邦の illjltの 結火を,1本u)l'l線
で劇 っせ る ことに Irにり,kl郡rTで ある.そこて各 RLInごとに.A.･JIiiV80mmの cr/の仙(_
規格化し, さらに 各高度cI).)il格化 (i;).Lた



















流による熱輸送GJi:を Crpで枚 した もU)で
あるから,C｡を炎面弧JE･,00を 鬼面から
十分離れたところの気温とすると,


















と,31ける･ここで C.はl'-ILlけ｣淋 こよる熱fw'j送iか点血iL.LIB.と, 血fuから十分軌 Ll=とこ










































MpHl Ilo() I i,21. 1･48






S･DJ - r o.川 4 0･131 0･158
Theor･V;.hp･ I l･24 1･47 1･6R
･(J≒ い 00-帰 十273
土.IFく.こ)目上eo-3∞ L'54oCとし. そt/)多,レの変化を273に対して無視したのと同等
である.(2)(3)を(】)に代入し,(1)式中の Al･の仙 二前述の Perepelkinaの(lfを使う
と,
oT -1741C.(O｡一 cm)) ･', I-占[ ′cl
従って,I-rh二村Lて crrL,ソロノトす.ILulその勾紀LLOoIC･か大きい村人きくなる筈
である.ln･述o)q/･が 2十五に比例することを述べるのに侶 目し.た8個の Runについて.
桐 山に 2-むを,縦軸に or'･を上って-/ロットすると, Fig･3が得られた･FiL'･3の鮫の
そばの数J揖 Tablelの RunNo.と同L'である l･Aで容易にわかるように 番号が大き
いほど抑きか大きくたっている.いま0･､として窒拓は とることにすると, このBiHJの席
Flは TabLelで小さ,ILこい/)とrJリ00-∂1.a"J､さ{⊂帆 こつけ｢ノjL- るかIt-,I-I,に対




FIE.4中の実鰍 t-/pットされrLJ.:.･Ja,最もLH 通るように決めr=(00-OL-)を ,7)線であ
る.こU)･13線が このように･Ji･47,lか招 ‡らかた.LJjをt.I.Lぷ掛 二速いということは,(4)式の































たは Fig.4が利用できる. すなわち Fig.30.)勾配 たたは Flg･4J)縦軸の(蜘 t(4)式の































とユfける.この C.杏 (2)式に適用することによって, 白Lb対流の卓越する時の熱輸送砲
杏.LTf･価することが ･1用Eとなる. 例えば,地表温度と,地表から十分離れた 5m 高度 く
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